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① オンライン授業の功罪

(メリット・デメリット)
② これまでに行った効果的な工夫

③ 今後の展望(有効活用に向けて)
④ 要改善・反省点



① オンライン授業のメリット

「学びが止まらない」

多欠生徒のハードル下がる

図像資料を一斉に見せることができる



図像資料を一斉に見せることができる

現代文の例

線の引き方が
一目瞭然



図像資料を一斉に見せることができる

地理の例

実際の授業の
スライドを

ご覧下さい。



4-問1
？

遠浅の海や干潟、水深の浅い湖沼やその浅瀬を仕切り、
その場の水を抜き取ったり干上がらせるなどして

陸地にすること。

直線的な水路と地割

広めの耕地

路村形態

堤防

☆ポルダー(オランダ)





① オンライン授業のデメリット

a. 生徒の集中力が保たない

b. 生徒の眼・耳・身体への負担

c. 「あわない」生徒のストレス

d. 生徒の手元が見えない

e. 生徒も周囲の様子が分からない

f. 教員側の機材運用・準備の足並み



② これまでに行った効果的な工夫

「学びを止めない」

ZOOMでやることの意義

を考え、毎授業呼名点呼



② これまでに行った効果的な工夫

①-a. 生徒の集中力 持続

①-b. 眼・耳・身体への負担 軽減

のために特別時間割策定

学年教員で意見出し合い、
生徒からの意見も鑑み最適化

自粛期間、昼食を自炊しなくてはい
けないなどの事情も加味。



特別時間割の例

（50分×2+休憩10分）×3

昼休みは50分、その後HR+体操

クラスを合流させ、展開数を減らす

毎時間かならず点呼 講義し続けない



② これまでに行った効果的な工夫

特別時間割運用の陰で

充実のサポート体制

・・・「ホスト機」を集中管理＠第一情報室。

教員常駐。

入念な授業準備



③ 今後の展望(有効活用に向けて)

A. 80％登校の継続に向けて

B. 0％登校事態再出来

C. 通信制

複数のケースを想定

C.に関して。

通常授業体制とは完全別建てがよい？



④ 要改善・反省点

A. 80％登校の継続に向けて

現行：「20%」は土曜日に固定

提案：曜日は輪番に

･･･各科目で1コマはWebを。



④ 要改善・反省点

A. 80％登校の継続に向けて

その上で

Webならではの取り組みに挑戦

K1ならではの必要なこととして

リテラシー面の指導



④ 要改善・反省点

Webならではの取り組みとは例えば？

デジタル教科書の読み合わせ

問題演習のデモンストレーション

アウトプットの強化

「新傾向」への対応力養う意味でも

･･･ 教科ごとに流儀があっていい

インプットより重点を



④ 要改善・反省点

B. 0％登校の事態が再出来したら

生徒の負担への配慮

技術・運用面

学園全体で標準化

「課題」の運用面

生徒の「手元」を映す

一貫生のPC買い替え



技術・運用面の標準化

提案（細かいこともありますが）

・ 機材をさらに調える。

・ 機材の管理は？

・ ZOOMの設定

・ トラブル対応

・ 「出席」の扱い etc…



「課題」の運用

複数のコミュニケーションツールを用途に

合わせて駆使するのは結構ですが・・・

・ 課題の発信制限

・ 各方面からの課題を整理してやる

K３ではOneNoteに一本化し掲示



「課題」の運用

さらに踏み込むなら、

・ 課題の発信制限

コミュニケーションツール使用シーン

やルールの整理・共有・指導



④ 要改善・反省点

「ZOOMならでは」の模索

生徒に「参加してる感」を

「ラジオ」ぐらいが理想？


